
※2025年度から第4日曜日に変わります。

ブラックホールとそれに関係する現象は、長年にわたって多くの有名な科学者の研究によって、
すでに２０世紀初頭からその存在が予測されていました。
光すら取り込んでしまうブラックホールをどのように観測し、確認や推測ができるようになったのでしょうか。
ブラックホールで起こる様々な現象やそれを観測する様々な機器や施設、
さらに銀河中心に存在する超大質量ブラックホールなど、謎多き天体を多彩なドームCG映像で迫ります。

スネ夫からハワイで見た満天の星に感動したという自慢話を聞いたのび太。

満天の星を見た事が無いのび太は悔しがり、ドラえもんに相談して、

部屋にハワイの満天の星を映し出してもらいました。

宇宙船に乗って宇宙旅行に出かけるも、ブラックホールへと近づきすぎて吸い寄せられそうに！

協力：岩谷技研 制作：NHKエデュケーショナル／さらい／サイエンスアート社 (c)NHK

ドラえもん

超大質量ブラックホール

土日祝平日

※1

【期間】2025 年 10月 3日 (金 ) ～ 12月 7日 (日 )

プラネタリウム番組情報

10/26㈰、11/23㈰、12/21㈰ 16:00 ～ 16:45

翌月の星空の見どころや、 天文ニュースを 45分間の生解説でご紹介します。

10月 「ブラックホール」、 11月「熟睡プラ寝たリウム」、 12月「星空と音楽の夕べ」

についてもお話しする予定です。 通常の番組はお休みします。

きらきらタイム

「大人から子どもまで、誰もが手軽に宇宙へ行けるように」そんな夢を描いた北海道大学出身の岩谷圭介さん。
番組の中では、気球の歴史や空飛ぶ仕組みに触れながら、
「天空の旅」が実現するまでの気球開発の道のりに迫ります。
目指すのは高度20kmの成層圏と呼ばれる宇宙への入り口。
さあ、気球に乗ってまだ見ぬ絶景に逢いに行こう！

天空の果てへ

天空の果てへ　有人気球・宇宙はすぐそこにある

超大質量ブラックホール　— 暗闇の秘密を探る —

※12/９( 火 ) ～ １２( 金 ) はプラネタリウムを休演します。 （展示室は通常通り開館）

プラネタリウム　ドラえもん　宇宙の模型

のび太たちは無事に地球に戻ることができるでしょうか！？
©藤子プロ・小学館・テレビ朝日・シンエイ・ ADK

制作 ： BiD4BEST/T. Matsopoulos

～あわてんぼうのやぎ座さん～
～空とぶひつじ～

（10月）
（11月）

※2025年度より第4日曜日に変更になりました。

ドラえもん

ドラえもん

きらきらタイムでは、ちょっとくらい泣いちゃってもへっちゃら！
キラキラお星さまと星座にまつわるゆかいなお話で、お子様のプラネタリウム

デビューを応援します♪動物の星座を探してみよう！ （当館職員によるオリジナル制作番組）

●ご飲食や投影中の入退場はご遠慮ください。

　　（「きらきらタイム」のみ途中退場可）

●光や音の出る機器はご利用いただけません。

●投影中は静かにご覧ください。
●イスの背もたれが動きますのでご注意ください。
※1　第3日曜日はきらきらタイムになります。

※2　10/26、11/23、12/21は
　　　　「大人のための星空さんぽ」になります。

～きらきら☆クリスマス～ （12月）

天空の果てへ

団体投影(予約制)

きらきらタイム


